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・ポリエチレングリコール（PEG）緩下剤:デンプン系とろみ剤との相互作用 
・ガパベンチンとプレガバリン：中枢神経（CNS）抑制剤との併用時、または低肺機能患者での使用による重篤

な呼吸障害 
・モンテルカスト：精神神経系有害反応 
・メチルフェニデートと開口障害に関するシグナル 
 
ｐ62-63 
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医学研究の方法、基本の「き」 連載再開にあたって 
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本誌のこだわり用語 3 回目「生の質」（QOL） 
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輸血拒否に対する対応 
「絶対的無輸血」と「相対的無輸血」という概念 
日本医療界の混乱 
海外は「輸血拒否」にどう対応しているか 
親権者による小児の輸血拒否への対応 
成人の輸血拒否への対応が欧米で異なる理由 
おわりに 
 宗教に基づく輸血拒否は信仰が背景にあるので、他の医療拒否には適応されないとい

う生命倫理学者がいます。しかし、宗教を理由とするのは思想信条による差別です。そ

のような差別は元より許されないのは明白でしょう。ここ数回扱ったことは、（延命）

医療とその拒否の課題です。したがって、次からは終末期医療や延命医療、尊厳死、安

楽死などの課題を扱います。（たにだのりとし：内科医、本誌編集委員） 
 
編集部より：本連載執筆者の谷田憲俊さんは 2019 年９月 30 日に逝去されました。ご自

身、がんを患い、余命半年くらいかもしれない、と言いながら執筆を続け、この回まで

の原稿を残してくださいました。「次からは……」の谷田さんに接することができないの

は、誠に悔しい思いです。 
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書評 

  
 

 
 
p72 
★コロナ騒動が深刻さを増す中、新年度が始まり調剤報酬が改定された★処方された量

の錠剤を数えて集める等の機械的で単純な作業に対する報酬は下げられ、喘息患者への

吸入指導の充実、糖尿病患者でインスリンが適切に使用されているかの確認など、薬剤

師の専門的な業務に対して新たに報酬がつくようになった★患者が適切な薬物治療を受

けられるように、薬剤師が専門性を生かした業務を行うことをしっかりと評価していこ

うという改定内容だと思われた★ところが、細かい要件を確認すると、算定をするため

には「医師の了解を得た時」などの条件がついている★薬剤師が患者に吸入指導を行う

ことが必要だと考えても、医師の了解を得ないといけないのか…★医師の手間も薬剤師

の手間も増えるだけではないか？★薬剤師のみなさま、医師とは独立し、別の角度から

薬をチェックしている専門職として認められるよう、お互い頑張りましょう。（や） 


